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株式会社 東芝 長田 憲和
連絡先：norikazu.osada.b75@mail.toshiba

事業の目的

2025年度の主要成果および今後の取り組み

実用化・事業化の見通し
株式会社東芝では
〇グリーン水素利用が拡大した将来の社会では、大規模システムによる高効率水素製造が、優先順位の高い技術になると認識している。 SOECは、低温型水電解方式に比べて水
素製造効率が原理的に高いため、種々の水素ソリューションの社会実装・普及に大きく寄与するコア技術になると考えている。
〇本事業で得られた成果は、現在グリーンイノベーション基金SOECメタネーション技術開発で取り組んでいるSOECのスケールアップ化技術と融合させ、2030年以降の事業化を目指
す。
〇事業化においては、東芝グループが長年培ってきた燃料電池や発電システムに関する技術蓄積を活用し、システムの制御・設計技術、および運転マネジメント技術を併せた総合的
な最適水電解ソリューション（システム／運用）を提供していく。

⇒ 今後は、シミュレーションの高度化と、解析結果をもとにした第二固相系添加電極の試作
および、その耐久性評価を実施する

⇒ 今後は、構造的な特徴をもとに、高強度化可能な支持体の試作とその強度評価および
セル化に向けた課題を抽出する

⇒ 今後は、抽出した因子をもとに、まずは変動入力を想定した熱変化環境での接触抵抗増加を
評価可能なシミュレーション技術に着手する


